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図 1は、2023年度に広島県から発表された、広島県内の高等学校、特別支援学校、高等専門学校の生徒

に対する「若年層におけるデート DVに関する意識調査」の結果の一部である。

図 1は、「『夫は外で働き妻は家庭を守るべきである』というような男女の役割を固定的に捉える意識に

とらわれることなく、誰もが共に参画し、責任を分かち合い、お互いに協力する」という考え方に「賛成」

と答えた者（5330人）、「反対」と答えた者（275人）それぞれが、交際相手からの行為について暴力とし

て認識する程度について示している。

図 1から読み取れることを述べたうえで、デート DVの予防教育における重要なポイントについて、あ

なたの考えを述べなさい。

図 1　交際相手からの行為についての暴力としての認識（男女の役割に対する意識別）
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上記の図は広島県健康福祉局こども家庭課のデータより一部抜粋して作成した。

「令和 5年度　デート DVについての意識調査報告書」

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/life/1058489_9296394_misc.pdf


